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　スチール缶リサイクル協会は、本年設立 50 周年の記念すべき年を迎えました。

これまでの協会の取り組みに対し、ご理解、ご協力、ご支援をいただき、厚く御礼

申し上げます。

　当協会は 1973 年に製鉄会社、製缶会社、商社からなるメンバーで「あき缶処理

対策協会」として設立されました。そのころは飲料缶が自動販売機の普及とともに

増加し、飲用後のあき缶のポイ捨て・散乱が社会問題となっており、先輩の方々が、

作る側の責任としてこの問題解決に取り組んでこられました。散乱問題に関しては、

飲料業界、自治体、観光協会等と連携し、

美化キャンペーンなどを行うとともに、ゴ

ミにならないために分別排出・収集を進

め、今でも世界に誇れるリサイクルシステ

ムを確立し、2022 年度のスチール缶リサ

イクル率も 92.7% で、高い水準を維持し

ています。

　リサイクル率は高いものの、これからはもっと地球環境に負荷をかけないことを

考え、進める必要があります。スチール缶は、飲料・食品容器として充填から流通、

飲用等に使われるまで、その高い機能によって、皆様にお使いいただいています。

中味を長期間常温で保存することができて、どこにでも届けることができることから

フードロス問題の解決にも貢献できています。また使い終わった後も「鉄」ででき

ているので、何にでも何度でもリサイクルができるリサイクルの優等生です。そして

鉄 1トンをリサイクルすることで、天然資源から鉄を作る工程に比べ CO₂ の排出を

1.39トン削減することができるといわれています。私たちはこれからもより多くの人

にスチール缶のリサイクルの理解を深めていただき、さらなる資源循環型社会形成

のために積極的に活動を推進していきます。

　この「スチール缶リサイクル年次レポート」はスチール缶の資源化事業推進の一

助となるよう、自治体の資源化の状況やスクラップの受け皿メーカー、スクラップ市

場の動向などを毎年とりまとめ、今年で発行 28 年目を迎えます。皆さまの活動に本

レポートをぜひご活用ください。

2023 年 10 月　スチール缶リサイクル協会

～スチール缶リサイクル年次レポートについて～

設立50周年のご挨拶設立50周年のご挨拶設立50周年のご挨拶  
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1.  スチール缶ってなに ?  生産量はどのくらい？  

第 1 章　スチール缶リサイクルの現状

� スチール缶は、缶ジュースや缶コーヒーなどの飲料缶のほか、みかんや魚の缶詰などの食料缶、のり・お茶・
　 クッキーなどの一般缶、食糧用 18 リットル缶（一斗缶）をさします。
� 飲料缶と食料缶を合わせた生産量は、2022 年で 173 千トンであり、スチール缶の生産量の約 65％を占めています。
� 2022 年に作られた飲料用スチール缶は約 41 億缶、食料用スチール缶は約 7 億缶、合計では約 48 億缶でした。

飲料缶および食料缶生産缶数　（推定数：スチール缶リサイクル協会　調べ）

18 リットル缶（食糧用）22 千トン

〔単位：百万缶〕

トン数は 2022 年経済産業省統計データおよび全国 18 リットル缶工業組合連合会データより

一般缶 72 千トン飲料缶・食料缶あわせて 173 千トン

2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年

飲料缶 10,234 9,577 7,184 6,814 6,433 5,740 5,277 4,627 4,442 4,087

食料缶 858 886 872 815 790 786 772 766 736 715

合計 11,092 10,463 8,056 7,629 7,223 6,526 6,049 5,393 5,178 4,802

　飲料缶は資源有効利用促進法の規定に基づいて材質
を示すマークが定められています。
　また、一般缶（のり・お茶・クッキーなどの缶）に
ついては全日本一般缶工業団体連合会が、18 リット
ル缶については全国 18 リットル缶工業組合連合会が、
消費者が分別排出する時に「スチール缶」であること
がわかるようにマークを制定・管理しています。

　飲料缶用鋼板は耐食性、加工性、強度等に優れた高
級鋼材です。
　スチール缶スクラップは国内の製鉄所で溶解され、
自動車・レール・家電・建材・スチール缶など、さま
ざまな鉄製品にリサイクルされています。

スチール缶の表示マーク

スチール缶の主成分 鋼材
(　) は規格記号

炭素含有量（％） 主要合金成分（％）

飲料缶用鋼板
（SPTE T-4 CA）

鉄 99.9 + 炭素 0.02 ～ 0.06 アルミ 0.005 
マンガン 0.03

自動車用鋼板
（SPCE）

鉄 99.99 + 炭素 0.005 ～ 0.01 チタン 0.0001

建材用鋼板
(SPCC)

鉄 99.8 + 炭素 0.1 マンガン 0.5 以下

線材
（SWRM）

鉄 98 + 炭素 0.1 ～ 0.4 マンガン 0.03 ～ 1.5

H形鋼
（SG415H）

鉄 98 + 炭素 0.1 ～ 0.4 マンガン 0.03 ～ 1.5
クロム 0.85 ～ 1.25
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第 1章　スチール缶リサイクルの現状

� 消費された飲料缶などのスチール缶は、自治体の分別収集や不燃ごみ収集ルート、または自販機や事業所・工場
などの事業系回収ルートによって集められます。いずれの場合も、資源化施設で磁選機によってスチール缶だけを
選別し、運びやすいようにプレスし、ブロック状などに加工されます。

� 鉄スクラップはスクラップ処理業者等を経由し、製鉄メーカー（おもに電炉メーカー、高炉メーカー、鋳物メーカー）
が原料として購入します。建築用の鋼材、自動車用鋼板、冷蔵庫や洗濯機、スチール缶用の鋼板など様々なものに
再生されています。

食品メーカー・ボトラー
飲料缶・食料缶

一般缶
18 リットル缶

173千t
72千t
22千t

電炉メーカー
高炉メーカー

ペレットメーカー
鋳物メーカー等

336千t
2千t
3千t

10千t

輸入98千t 輸出3千t

266千t
(生産量)

製缶メーカー

事業系
排出

家庭系
排出

処理量

自治体 民間処理業者
鉄スクラップ処理業者

運搬・保管業者

製鉄メーカー

スチール缶消費 スチール缶再生
363千t

351千t

351千t

（218千t）※（133千t）※
（12千t）※

336千t

〔単位：千 t/ 年〕

・自動車・家電
・機械・モーター
・建材・レール　等

飲料用鋼板

アルミ蓋12千t

異物3千t

不明のスチール缶注

金属くずリサイクル・
埋立・散乱   他（　　　　　　   ）

（一部）

※ (　) は推計値

2.  スチール缶はどのようなルートでリサイクルされているの？  
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第 1章　スチール缶リサイクルの現状

素材別リサイクル率・回収率

直近 10 年間のスチール缶リサイクル率の推移

2022年度のスチール缶リサイクル率は92.7％

スチール缶リサイクル率が高い要因

素材 率 指標 算出方法 

スチール缶 92.7
（2022年度）

リサイクル率 国内スチール缶回収・再資源化重量 / スチール缶消費重量
※スチール缶 = 飲料缶 + 食料缶 + 一般缶 +18 リットル缶の一部

ガラスびん 70.2
（2022年度）

リサイクル率 再商品化量 / 国内出荷量

ペットボトル 86.0
（2021年度）

リサイクル率 リサイクル量 / 販売量

紙製容器包装 ２3.6
（2021年度）

回収率 回収量 / 業種全体の排出見込み量

プラスチック
容器包装

66.4
（2021年度）

リサイクル率 再商品化量＋自主回収量 / 市町村回収量＋自主回収量
※ 2021 年度より算定方式を見直し

アルミ缶 93.9
（2022年度）

リサイクル率 再生利用重量（国内分＋輸出分）/ 消費重量

紙パック 38.８
（2021年度）

回収率 国内紙パック回収量 / 飲料用紙パック原紙使用量（損紙・古紙を含む）

段ボール ９6.7
（2021年度）

回収率 段ボール古紙実質回収量 / 段ボール原紙消費量＋輸出入製品に付随する段ボールの入超量

2011年度に初めて90%を超えて以来12年間にわたり、90％以上が継続
しています。2021年度から始まり2025年度を目標年度とする「自主行動
計画2025」のリサイクルの数値目標「93%以上維持」は0.3ポイント未達と
なりました。

①2022年の世界の粗鋼生産量は約18億8502万6千トンとなりました。世界的なインフレの進行、世界経済の減速など
を背景に鋼材需要が減少し、粗鋼生産量は前年比3.9％減と7年ぶりに前年実績を下回ることとなりました。しかし、一
昨年の生産量を上回る水準を維持しており、世界の粗鋼生産量は依然として高い水準を維持しています。スチール缶
スクラップは高品質で有用な製鋼原料として、引き続き高い評価を得ています。

②住民の協力による分別排出の徹底、自治体や事業系の分別収集システムの完備、資源化センターやスクラップ加工
業者の選別・加工精度の向上などにより、スチール缶スクラップの品質は年々向上しています。

③缶スクラップの一部がシュレッダー処理されて、缶スクラップ以外の規格として流通したことにより、平成20年度から
シュレッダー処理された量の一部を把握しています。

各団体ホームページより

  

  

スチール 缶リサイクル率

再資源化重量 

消費重量
= 92.7%

362,606 トン

336,098 トン

（千t）

（年度）

93.3%

94.0%

92.9%

92.0%

92.9%

93.9%

93.4%

93.2%

93.1%

92.7%

0

200

400

600

800

0

25

50

75

100

リサイクル率 再資源化重量消費重量

2022202120202019201820172016201520142013

92.7％
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第 1章　スチール缶リサイクルの現状

1.  購入量とリデュース率は？  

第 2 章　スチール缶スクラップの現状

業種別・地域別スチール缶スクラップ購入量

スチール缶のリデュースについて

2021年度（B） 2022年度（Ａ）

プレス シュレッダー その他 計 ％ プレス シュレッダー その他 計 ％ (A-B)

北海道 9 0 0 9 2.4% 10 0 0 10 2.8% 1

東北 22 1 0 23 6.0% 20 0 7 28 8.0% 5

関東 79 19 4 102 26.9% 78 20 3 101 28.8% -1

北陸 2 5 5 12 3.2% 1 4 1 6 1.6% -6

東海 33 10 43 86 22.7% 33 4 3 40 11.5% -46

近畿 89 5 2 96 25.3% 71 4 41 116 33.1% 20

中国・四国 16 1 0 17 4.6% 17 1 0 19 5.3% 1

九州・沖縄 15 15 4 34 8.9% 14 14 3 31 8.9% -2

計 265 56 58 379 100.0% 244 48 59 351 100.0% -28

電炉メーカー 258 52 53 363 95.7% 237 45 55 336 95.7% -27

高炉メーカー 0 0 3 3 0.8% 0 0 2 2 0.6% -1

鋳物メーカー等 6 4 0 10 2.6% 7 4 0 10 3.0% 0

ペレットメーカー 1 0 2 3 0.8% 0 0 2 3 0.7% 0

計 265 56 58 379 100.0% 244 48 59 351 100.0% -28

( 千 t/ 年 )

業種別スチール缶
スクラップの購入量

（千 t）

電炉メーカー
336（95.7%）

高炉メーカー 2（0.6%）
鋳物メーカー等 10（3.0%）

ペレットメーカー 3（0.7%）

日本製缶協会が2006年6月に立ち上げた「スチール缶軽量化推進委員会」にて、2004年度を基準年度とした軽量化目標を
掲げた自主行動計画を策定し、業界挙げて軽量化に取り組んできました。
この結果、第1次自主行動計画（2006年度～ 2010年度）、第2次自主行動計画（2011年度～ 2015年度）、自主行動計画2020

（2016年度～ 2020年度）ともそれぞれ目標を前倒しにて達成しました。
2021年度～ 2025年度を計画期間とした自主行動計画2025では「2004年度比で2025年度に1缶あたり平均重量で9％以上
の軽量化」を目標とし、継続して取り組んだ結果、2022年度のリデュース率は9.4％となり目標を達成しています。
また累計の削減量は369千トンとなりました。

（記：スチール缶リサイクル協会）

（年度）

（%）（千t）

0.0

40.0

80.0

120.0

160.0

200.0

240.0

280.0

320.0

360.0

400.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

累計削減量（左軸）

リデュース率（2004年度比／右軸）

2022202120202019201820172016201520142013201220112010200920082007

7.87.87.77.7
7.27.2

6.56.5
5.75.7

4.94.94.74.7
4.14.1

3.43.4

2.02.0

1.11.1

7.37.3
8.18.1

8.68.6
9.19.1 9.49.49.4
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2.  鉄スクラップはどのように再生されているの？  

第 2 章　スチール缶スクラップの現状

鋼材の製造プロセスと鉄スクラップの再利用

鉄スクラップの発生量（2022年度） 用語説明

� 2022年度、国内で約8,784万トンの鉄が生産されました。鉄鋼の製造
方法には、「高炉法」と「電炉法」があります。国内の鉄鋼生産シェアは、
高炉が73.2％、電炉が26.8％という比率でした。

� 建設、自動車、機械、缶容器などとして使われ排出された鉄は、再び鉄
スクラップとして、鉄鋼メーカー（高炉、電炉、鋳物メーカー等）で再
生されます。

� 国内市場で取引されている鉄スクラップ（市中スクラップ）は2022
年度が2,557万トン（前年度に比べて136万トンの減少）。これ以外に
2022年度の輸出量は655万トンでした（前年度比31万トンの減少）。

製造方法 企業・
工場数

電炉メーカー等
電炉等で鉄スクラップを溶解

し、鋼等を製造する。

44社
63工場

高炉メーカー

高炉で鉄鉱石を還元してつ

くった銑鉄（せんてつ）を転炉

に入れる際に、鉄スクラップを

挿入して、鋼を製造する。

3社
13工場

( 万 t/ 年 )

出所：（一社）日本鉄源協会

 : 注 国内市中スクラップ（国内製鋼所向け）の量は
加工スクラップと老廃スクラップの合計に過欠
補正値を加えたもの

銑鉄（せんてつ）を作るための炉で、鉄鉱石、
コークス（石炭）、石灰石を投入する

電極の放電熱で鉄屑を溶解する炉

炭素含有量が約2％以下の鉄

炭素含有量が約2％以上の鉄

スクラップ市場で取引されるスクラップ

鋼をつくるための炉で、溶けた銑鉄を入れて、酸素を
吹き込む。軸を中心に360 度回転できる構造をもつ

鉄鋼メーカーの製鋼。圧延過程で発生し、工場内で
発生、消費されるスクラップ

鉄鋼を素材として使用する自動車、機械、造船などの
製造過程で発生するスクラップ

ビル解体などによる解体屑や廃車、廃家電、
スチール缶スクラップなど

高炉

電炉

鋼（はがね）

銑鉄（せんてつ）

市中スクラップ

転炉

自家発生　 　
スクラップ

加工スクラップ

老廃スクラップ

鉄鉱石

高炉 転炉 連続鋳造 圧延

厚板

コイル

鋼管

Ｈ形鋼

アングル

鉄筋

銑鉄

石炭

石灰石

電炉 精錬 連続鋳造 圧延

製
品

スクラップ

ス
チ
ー
ル
缶

電炉

輸出　655輸出　655

自家発生スクラップ　1,235自家発生スクラップ　1,235

国内市中スクラップ国内市中スクラップ
2,5572,557

加工スクラップ
703

老廃スクラップ
1,854

うちスチール缶
スクラップ　35
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3.  スチール缶スクラップの価格の動きは？  

第 2 章　スチール缶スクラップの現状

※ CFRとは、Cost and Freightの略。運賃は売り手が負担し、保険料は買い手が付保する国際貿易取引条件

①その時々の各地域における需要と供給の関係
②国際商品であるため海外、特にアジア市況など国際価格との関係
③市中回収・加工業者の回収・加工コスト
④鉄鉱石等の原料価格動向と高炉メーカーの溶銑コスト

スチール缶スクラップは、市中スクラップのうち、圧倒的シェアをもつH2の価格変動と同じような推移を示します。スチー
ル缶スクラップ（Cプレス）とH2との価格差は需給や海外市況動向、地域により異なりますが、2,000円から9,000円程度。
近年では評価が高まり、価格差が狭まっています。Cプレスの質が良ければ、H2よりも高価格で取引されているケースもあります。

自治体で選別加工したスチール缶プレスは、スクラップ処理業者、運搬業者などを通して鉄鋼メーカーに納入されます。
このため鉄鋼メーカーでのスクラップ購入価格（炉前価格）から、中間経路でのコストを差し引いた価格が自治体のス
チール缶プレス売却価格となります。

　ロシア・ウクライナ戦争を背景とした急騰急落後、鉄スクラップ価格は上げ下げを繰り返しながらも一定の水準を維持する相場展開
が続いています。主要な鉄スクラップ輸入国の米国産鉄スクラップ（№1ヘビー）輸入価格は2022年3月中旬時点で1トンあたりCFR680
ドル強へと急騰後、7月下旬にはCFR350ドル前後まで急落しました。その後、2023年8月までに概ね5回の上伸局面、5回の下落局面を
迎えましたが、その変動幅の中心はCFR400ドルを維持しています。世界粗鋼生産量は減産基調となり、鉄スクラップ需要は減少傾向が
続きましたが、エネルギー価格の高止まりなどにより、鉄スクラップ相場も高止まりした状態が続きました。日本国内の鉄スクラップ相
場は、こうした海外要因に加え、円安も強要因となりました。国内主要3地区（関東、中部、関西）のH2年間平均価格は52,600円と過去最
高値。2023年は7月までの平均価格で50,100円と5万円台を維持し、過去2番目の価格水準です。7月末時点で関東市場の中心値、大阪
や東北市場の高値が5万円台を維持しています。

　スチール缶プレス価格も高止まりする相場展開を続けています。関東地区のスチール缶プレスの年間平均価格（電炉メーカーの購
入価格）は、2022年が過去最高値の1トンあたり47,100円。2023年7月までの平均は44,900円で過去2番目の水準を維持しています。
2022年9月以降、月間平均価格が4万円を割り込むことは1度もなく、高値を維持しています。原料として利用する電炉メーカーでは、品
質が安定し、成分が明確なスチール缶スクラップに対する高い評価が定着しています。鉄鋼業のカーボンニュートラル実現を見据え、
CO₂排出削減を図る手段として、国内外で鉄スクラップの利用がさらに拡大する見通しです。その中でスチール缶スクラップの評価がさ
らに高まることになりそうです。製鋼原料としての存在感が増しているため、高品質なスチール缶は現在でも高値で取引されています。

鉄スクラップ価格の決まりかた

スチール缶スクラップとH2（ヘビースクラップ代表品種）との価格の関係

自治体でのスチール缶プレス売却価格とスクラップ価格との関係

急騰急落後も高値圏での推移続く、日本国内は円安が強要因

スチール缶プレス価格も高止まり、2023年は過去2番目の水準

鉄スクラップの価格動向（2022 ～2023年）

スチール缶プレスの価格動向（2022 ～2023年）

㈱日刊市况通信社では内外のスクラップ市況動向、トピックス、話題、リサイクルに係わる法律の解説、などを掲載した日刊紙「日刊

市况通信」、月刊誌「MRM（メタル・リサイクル・マンスリー）」を発行しています。　　　お問い合わせ先：03-3864-6021

★スチール缶プレスの価格動向については

2013年
平均

2014年
平均

2015年
平均

2016年
平均

2017年
平均

2018年
平均

2019年
平均

2020年
平均

2021年
平均

2022年
平均

2023年
平均(1~8月)

関東地区 26,200 25,600 16,200 14,500 23,800 29,400 22,200 19,600 41,300 47,100 44,900

大阪地区 29,000 27,300 16,700 15,100 23,900 29,600 22,700 20,500 43,600 49,100 46,000

西日本の代表的な事業所 31,600 30,200 19,100 18,100 27,200 32,200 24,600 23,000 46,700 51,300 48,800

（円 /t）
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レポート1.   
 
 
 
鉄スクラップ価格が高止まりReport 1

　ロシア・ウクライナ戦争の影響を強く受けて2022年

春から夏にかけて急騰・急落した鉄スクラップ相場は

その後、上げ下げを繰り返しながらも一定の水準を維

持し、高止まりする状況が1年以上にわたって続いてい

ます。鉄スクラップに対しては、常に価格を押し下げよう

とする力が加わっていますが、その逆方向に押し上げよ

うとする力も同時に加わっています。この両者の力が拮

抗していることが、鉄スクラップ相場が高止まりする要

因となっています。また、日本国内では、こうした要因に

加え、円安傾向が続いていることも影響しています。円

安は、円建ての価格を押し上げる効果があるためです。

1 強弱両要因が拮抗

　ロシア・ウクライナ戦争の勃発以来、エネルギー価格の高騰やインフレの進行などによって世界経済が減速しています。これは鋼材需要量
の減少を招き、粗鋼生産量は減産傾向を続けています。世界鉄鋼協会によると、2022年の世界粗鋼生産量は前年比3.9％減の18億8,502万
6,000トンとなり、7年ぶりに前年の生産実績を下回りました。2023年1 ～ 6月累計は同1.1％減の9,439万トン（世界63カ国速報）となり、中国
を除く生産量は4.2％の減少を見せています。粗鋼生産量の減少は、鉄スクラップ需要量の減少を意味し、価格を押し下げる要因となります。
各国が実施しているインフレ抑制策も鉄スクラップ価格の上昇を抑える効果があります。また、ドル高の進行はドル建ての鉄スクラップ価格に
とって弱要因となります。
　その一方で、エネルギーや資源価格が高止まりしていることは、同じ資源である鉄スクラップの価格を押し上げる材料です。また、世界的な
景気減速は、鉄スクラップの発生が低迷する要因となります。戦争勃発を機にロシアからの鉄スクラップ輸出が減少したことも、世界的な鉄
スクラップ需給を引き締める要因となりました。トルコの輸入量を見ると、2021年のロシアからの鉄スクラップ輸入量は200万トン強。これが
2022年には45万トンに、2023年1 ～ 5月累計では6万トンに減少しています。これらに加えて、カーボンニュートラル実現に向けた世界の鉄
鋼業の動きがあります。鉄スクラップと電気炉を利用した製鋼プロセスは、鉄鉱石を還元する高炉・転炉に比べて、「CO₂排出量が4分の1に
なる」とされています。鉄スクラップの発生が多い先進国では、新たな電炉設備の導入が進んでおり、高炉・転炉法からの転換も進みます。こ
のため鉄スクラップを確保する動きが強まり、欧米では鉄鋼メーカーが金属リサイクル事業者を買収する事例も見られます。自社で使用する

鉄スクラップを回収段階から囲い込む動きです。また、転炉への鉄スク
ラップ投入量を増やし、CO₂排出量を削減する取り組みも行われてい
ます。
　こうした強弱両方の力が拮抗しているため、急騰・急落後の2022
年8月以降、世界的な鉄スクラップ相場は一定の水準を中心に上げ下
げを繰り返す動きを続けていると見られます。トルコやアジアの鉄スク
ラップ主要輸入国の米国産鉄スクラップ（№1ヘビー）の輸入価格は1
トンあたりCFR400ドルを中心とした推移となっています。2022年急
騰時の輸入価格（CFR680ドル）と比べると約40％の値下がりとなりま
す。例えばニューヨーク原油先物価格は2022年6月の急騰時に1バレル
120ドル強でしたが、2022年8月から2023年7月までの平均は80ドル
と約35％値下りしました。鉄スクラップの価格変動もこれにほぼ見合っ
ており、国際商品相場の動向を映した水準と言えます。

2 日本国内の強要因

　日本国内では、さらに円安の効果が出ています。円安の進行は、円建ての鉄スクラップ価格を押し上げます。国内主要3地区（関東・中部・
関西）の2022年のH2年間平均価格は52,600円でした。年間平均が5万台に乗せたのは初めて。2023年も1 ～ 7月平均は50,100円と5万円台
を維持しています。
　円安の進行は日本産鉄スクラップのドル建て価格を引き下げるため、輸出を優位にします。市中スクラップの発生が低迷する中、輸出増と
なると国内需給が引き締まりますので、さらに国内相場が値上がりすることになります。国内鉄鋼メーカーが輸出を抑制するためには、やはり
購入価格を引き上げて引き合いを強めざるを得ません。特に好調な生産が続いている国内の普通鋼電炉メーカーが、その姿勢を鮮明にして
います。「輸出防衛」のため、輸出価格よりも「魅力的な」価格を提示して必要量確保に努めています。これにより国内相場が輸出相場を上回る

「国内高・輸出安」の状況が続いています。

鉄スクラップ価格高止まりの要因

（1） 円安

（2） 普通鋼電炉メーカーの強気の購入姿勢　など

2 日本国内の追加要因

（1） エネルギー・資源価格の高止まり

（2） 鉄スクラップの発生低迷

（3） ロシアからの供給減

（4） カーボンニュートラル  など

強要因 弱要因

（1） 世界的な景気減速

（2） 鋼材需要量の減少

（3） 粗鋼生産量の減少

（4） インフレ抑制策・ドル高  など

1 強弱両要因が拮抗

世界の年間粗鋼生産量
（千 t）

0

250,000

500,000

750,000

1,000,000

1,250,000

1,500,000

1,750,000

2,000,000

20222017201220072002

世界鉄鋼協会

18億8,502万6,000トン

（年）

～ 強弱両要因が拮抗、国内では円安効果も～   
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1.  自治体によるスチール缶の収集は？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

資源物の分別収集実施状況 2012年度 2017年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％

総数 808 - 813 - 815 -
回答自治体数(回収率） 736 91.1 738 90.8 729 89.4
全域で実施 724 98.4 730 98.9 723 99.2
部分的に実施 10 1.4 5 0.7 5 0.7
未実施 2 0.3 3 0.4 1 0.1

「全域で実施」が99.2％で最も高く、2012年度
から変わらず、ほとんどの自治体で実施されて
いる。

「未実施」の自治体では、集団回収に一本化す
る施策を展開している。

資源物の収集品目（複数回答）

「ペットボトル」、「びん」、「飲料用スチール缶」、
「アルミ缶」は9割を超え、2012年度から変わ
らず多くの自治体で分別収集されている。
また、ほぼ全ての品目が増加している。
なお、2021年に制定されたプラスチック資源
循環促進法で資源化対象物となった「製品プ
ラスチック」は20.5％であった。

調査対象期間：

調査実施期間：

対象：

回答自治体数：

回収率：

人口カバー率：

2022年4月～2023年3月

2023年5月～7月

全国の市及び東京23区（計815区市）

729区市

89.4%

87.1%

注．総人口は総務省統計局
       「2022年度10月1日現在推定人口」1億2,494万7,000人
注． 小数点以下は端数処理のため合計値と合わない場合がある

2012年度 2017年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％

ペットボトル 704 95.9 711 96.7 718 98.6
びん 723 98.5 727 98.9 716 98.4
飲料用スチール缶 705 96.0 710 96.6 711 97.7
アルミ缶 707 96.3 713 97.0 709 97.4
食品用スチール缶（缶詰等） - - - - 675 92.7
お茶・菓子缶（一般缶） - - - - 655 90.0
段ボール 624 85.0 632 86.0 637 87.5
新聞・雑誌 - - - - 631 86.7
雑紙 - - - - 609 83.7
牛乳パック 572 77.9 586 79.7 598 82.1
スプレー缶・カセットボンベ - - 430 58.5 542 74.5
プラスチック製容器包装 473 64.4 485 66.0 495 68.0
小型家電 - - 315 42.9 480 65.9
布類・古着類 397 54.1 420 57.1 466 64.0
紙製容器包装 320 43.6 406 55.2 415 57.0
金属類 312 42.5 348 47.3 364 50.0
廃食油 - - - - 261 35.9
トレイ - - - - 224 30.8
製品プラスチック - - - - 149 20.5
その他 340 46.3 313 42.6 132 18.1
回答自治体数 734 100.0 735 100.0 728 100.0

当協会では、自治体の資源収集の実態を把握するため、スチール缶の資源化に関するアンケート調査を毎年行っています。
アンケート結果は、第３章スチール缶分別収集の実態、第４章スチール缶の集団回収の実態、第５章まち美化活動の実態で記
載しています。

スチール缶の資源化に関するアンケート 2023　集計結果
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2.  自治体はスチール缶をどのように集めているの？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

2012年度 2017年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
飲料用スチール缶のみ 12 1.7 8 1.1 18 2.5
飲料用アルミ缶 605 85.8 611 86.1 613 86.2
食品用スチール缶（缶詰等） 618 87.7 643 90.6 613 86.2
お茶・菓子缶（一般缶） 598 84.8 606 85.4 561 78.9
スプレー缶・カセットボンベ 286 40.6 263 37.0 244 34.3
ガロン缶（18リットル缶） 112 15.9 107 15.1 149 21.0
金属類 92 13.0 88 12.4 98 13.8
びん 149 21.1 142 20.0 88 12.4
ペットボトル 45 6.4 43 6.1 41 5.8
その他 41 5.8 52 7.3 27 3.8
回答自治体数 705 100.0 733 100.0 711 100.0

飲料用スチール缶収集の有料化

飲料用スチール缶と同じ排出容器で収集する品目（複数回答）

飲料用スチール缶収集の分類

排出時の分類表記は、「資源」が95.5％と大半を占めた。「無料」が87.3％で8 割を超えた。

（　　）区市数

「飲料用アルミ缶」、「食品用スチール缶
（缶詰等）」、「お茶・菓子缶（一般缶）」
と同じ容器で収集する自治体が多く、約
8 割を超えている。2012 年度からこの傾
向は変わらない。
一方、「飲料用スチール缶のみ」で収集し
ているのは、2.5％であった。

「有料」は、「3万人未満」で27.6％と最も高く、
人口が少ない自治体ほど割合が高い傾向に
ある。

「有料」は、「中国」、「四国」で2割を、「九州・沖
縄」で3割を超えた。

0 20 40 60 80 100

3万人未満

3万～5万人

5万～10万人

10万～20万人

20万～30万人

30万～50万人

50万人以上

(%)

82.0％（123）

89.9％（186）

91.3％（115）

95.2％（40）

98.0％（48）

93.9％（31）

72.4％（63） 27.6％（24）

18.0％（27）

10.1％（21）

8.7％（11）

6.1％（2）

2.0％（1）

4.8％（2）

2022年度
(n＝711)

95.5%95.5%

2.4%2.4%  2.1% 2.1%

2022年度
(n＝694)

87.3%87.3%

12.7%12.7%

無料

0 20 40 60 80 100

北海道

東北

関東

北陸

中部

近畿

中国

四国

九州・沖縄

(%)

87.9％（29）

91.5％（54）

96.0％（170）

90.5％（38）

95.2％（99）

92.4％（85）

78.8％（41）

78.8％（26）

62.7％（64）

12.1％（4）

8.5％（5）

4.0％（7）

9.5％（4）

4.8％（5）

7.6％（7）

21.2％（11）

21.2％（7）

37.3％（38） 27.6％（24）

有料

不燃

その他

資源

人口別 地域別
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2022年度

区市数 割合％
売却価格の決定および売却代金の取得を

売却元（市町村または公営組合）が行っていない 3 37.5

ブロック状のプレス品にしていない 2 25.0

鉄スクラップ市況の変動 2 25.0

スチール缶以外の金属と一括して値段を決めている 1 12.5

売却先の業者が少ない 1 12.5

売却量が最小引き取り単価を下回っている 0 0.0

輸送費が高い・輸送距離が遠い 0 0.0

その他 3 37.5

回答自治体数 8 100.0

逆有償の場合、考えられる理由（複数回答）

逆有償で取引している場合、その理由は、「売却価格の決定および売却代金の取得を売却元（市町村または公営組合）が
行っていない」が8区市中、3区市（37.5％）で最も多い。

「その他」3件は、「選別作業を委託しているため」であった。

スチール缶の選別方法

収集されたスチール缶の選別方法は、「磁選＋手
選別」が48.4％で最も高く、次いで「磁選のみ」が
33.4％であった。
一方、「選別しない」は8.7％であった。

2022年度
区市数 割合％

選別しない 59 8.7

選
別
す
る

磁選＋手選別 328 48.4
磁選のみ 226 33.4
手選別のみ 28 4.1
その他 36 5.3

回答自治体数 677 100.0

スチール缶の加工形態

選 別され たスチー ル 缶 の 加 工 形 態 は、「プレス」が
85.2％で最も高く、8割を超えた。
一方、「加工しない」は7.0％であった。

2022年度
区市数 割合％

加工しない 48 7.0

加

工

す

る

プレス 580 85.2
丸缶（スチールと

アルミの選別のみ） 22 3.2

シュレッダー 17 2.5
１缶プレス 3 0.4
その他 11 1.6

回答自治体数 681 100.0

3.  スチール缶はどのように処理されているの？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

スチール缶の売却状況

「有償」での取引が96.6％で大半を占める。
「逆有償」は1.2％（8区市）と少ない。

2017年度から傾向は変わらない。

2017年度
(n＝684)

96.0%96.0%

 1.9% 1.9%
 2.1% 2.1%

2022年度
(n＝672)

96.6%96.6%

 2.2% 2.2%
1.2%1.2%

無償

逆有償

有償
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4.  スチール缶はどのくらい処理されているの？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

スチール缶の資源化量
（2022年度実績より推計）

（t/ 年）

注．「その他」は複数の形態

スチール缶資源化量に回答した651区市によると、
2022年度実績で92,556トンが資源化されました。
これを全国ベースに換算すると、昨年度より5,027トン
減の117,217トンになります。

1人あたりの平均資源化量は0.94kgで、「3万～5万人」が1.05kgで最大、「10万～20万」と「30万～50万」が0.85kgで最小と
なっています。地域別で見ると、「東北」が1.18kgで最大、「中国」が0.64kgで最小となっています。

分別処理によるスチール缶の資源化量は
全国推計で11万7,000トン

１人あたりのスチール缶資源化量は年間0.94kg

区市数 資源化量
加工しない 41 4,078

加

工

す

る

プレス 546 78,645
シュレッダー 16 1,373
１缶プレス 3 171
丸缶（スチールと

アルミの選別のみ） 20 1,441

その他 25 6,848
回答自治体数 651 92,556

2020年度 2021年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
変化は感じない・コロナの影響はない 131 31.3 145 34.6 322 45.3

回収量が減った 27 6.4 172 41.1 297 41.8

回収量が増えた 165 39.4 40 9.5 33 4.6

分別が悪くなった・不純物が増えた 18 4.3 5 1.2 20 2.8

感染防止対策のための負担が増えた 54 12.9 27 6.4 18 2.5

収集作業にかかる時間が増えた 29 6.9 11 2.6 10 1.4

分別が良くなった・不純物が減った 1 0.2 5 1.2 6 0.8

その他 6 1.4 4 1.0 2 0.3

回答自治体数 419 100.0 419 100.0 711 100.0

前年度のスチール缶収集と比べて実感すること（複数回答）

「変化は感じない・コロナの影響はない」が45.3％で最も高く、コロナ禍での3年間を比較すると増加している。
「感染防止対策のための負担が増えた」、「収集作業にかかる時間が増えた」は減少している。

（kg/年）

3万人未満

3万～5万人

5万～10万人

10万～20万人

20万～30万人

30万～50万人

50万人以上

全体0.94kg

0.0 0.5 1.0 1.5

　 0.95

　　  1.05

　　  1.04

0.85

　 0.95

0.85

　 0.96

　 0.95

　　  1.05

　　  1.04

0.85

　 0.95

0.85

　 0.96

北  海  道

東   北

関   東

北   陸

中   部

近   畿

中   国

四   国

九州・沖縄

（kg/年）

全体0.94kg

0.0 0.5 1.0 1.5

　　　      0.98

　　　　　        1.18

　　　        1.03

　       0.84

　　　       1.01

　       0.84

0.64

　         0.89

     0.73

　　　      0.98

　　　　　        1.18

　　　        1.03

　       0.84

　　　       1.01

　       0.84

0.64

　         0.89

     0.73

人口別 地域別

12



5.  不燃ごみの扱いは？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

不燃ごみからのスチール缶（鉄類）回収量に回答した567
区市によると、2022年度実績で218,247トン、うちスチー
ル缶は11,533トンでした。
これを全国ベースに換算すると301,692トン、うちスチー
ル缶は15,943トンになります。

不燃ごみからのスチール缶回収量は
全国推計で1万6,000トン

（t/ 年）

不燃ごみからのスチール缶（鉄類）回収量
（2022年度実績より推計）

注．東京都区部については、東京23 区一部事務組合データより算出
注．「その他」は複数の形態

区市数 鉄類回収量 うちスチール缶

破砕＋磁選 234 109,929 4,836

破砕＋磁選＋プレス 116 34,585 3,539

手選別のみ 83 19,837 933

破砕のみ 14 6,502 313

磁選＋プレス 11 4,069 280

その他 109 43,325 1,632

回答自治体数 567 218,247 11,533

不燃系ごみ収集の有料化

不燃ごみは「無料」が55.6％で、2017年度と変わらず半数
以上を占めた。「有料」は増加している。

不燃系ごみから回収した鉄類の売却状況

「有償」が89.9％で、2017年度と変わらず約9割を占める。

鉄類の加工形態【有償の場合】

有償で取引される場合は、「破砕＋磁選」が43.8％で最も高
く、次いで「破砕＋磁選＋プレス」が18.8％であった。

2022年度

区市数 割合％
破砕＋磁選 238 43.8

破砕＋磁選＋プレス 102 18.8

手選別のみ 84 15.7

破砕のみ 19 3.5

磁選＋プレス 11 2.0

その他 90 16.5

回答自治体数 544 100.0

注．価格はアンケート実施時、各年6 ～7 月前後の最新価格

鉄類の最新売却価格の変動【有償の場合】

2016年は中国の動向により、2020年は新型コ
ロナウイルスの影響により、価格が大きく下落
した。
2021年から回復して上昇したが、2023年の最
新価格は加工形態によりバラつきが出た。

2023年6 ～ 7月

区市数 価格（円/ｔ）
破砕＋磁選 222 30,970

破砕＋磁選＋プレス 96 29,770

手選別のみ 79 35,585

破砕のみ 16 29,574

磁選＋プレス 11 28,964

その他 84 26,810

回答自治体数 508 30,686

2017年度
(n＝643)

56.5%56.5%
 38.2% 38.2%

5.3%5.3%

2022年度
(n＝717)

55.6%55.6%
44.1%44.1%

0.3%0.3%

2017年度
(n＝544)

89.0%89.0%

7.0%7.0%  4.0% 4.0%

無償

逆有償

有償

有料

その他

無料

2022年度
(n＝621)

89.9%89.9%

6.6%6.6%  3.5% 3.5%

全国平均

その他
磁選＋プレス
破砕のみ

手選別のみ
破砕＋磁選＋プレス
破砕＋磁選

20232022202120202019201820172016201520145,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

（年）

（円 /t）
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6.  スチール缶の取引状況は？  

第 3 章　スチール缶分別収集の実態

スチール缶プレスの年度平均売却価格【地域別】

2016年度、2019年度に下落し、2021年度から
大幅に上昇した。2022年度は「北海道」を除
いた地域で上昇した。

「北海道」が最も低い傾向は変わらず、近年で
は「九州・沖縄」が最も高い。

2022年度

区市数 価格(円/t)

北  海  道 30 27,644 

東   北 44 33,243 

関   東 140 39,277 

北   陸 31 34,018 

中   部 59 34,309 

近   畿 63 42,160 

中   国 39 38,592 

四   国 24 35,212 

九州・沖縄 83 45,840 

回答自治体数 513 38,364 

（年度）

（円/t）

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

九州・沖縄
四   国
中   国

近   畿
中   部
北   陸

関   東
東北
北海道 全国平均

2022202120202019201820172016201520142013

スチール缶プレスの最新売却価格【地域別】

「九 州・沖 縄」が46,151円/tで 最も高く、「北 海 道」が
28,049円/tで最も安い。

2023年6 ～ 7月

区市数 価格(円/t)

北  海  道 30 28,049 

東   北 45 33,270 

関   東 142 37,881 

北   陸 32 34,022 

中   部 60 34,292 

近   畿 63 39,380 

中   国 42 38,165 

四   国 25 34,384 

九州・沖縄 86 46,151 

回答自治体数 525 37,669 

注．価格はアンケート実施時、各年6 ～7 月前後の最新価格

スチール缶の最新売却価格【形態別】

「1缶プレス」が38,202円/tで最も高く、「丸缶（スチールと
アルミの選別のみ）」が28,200円/tで最も安い。

2023年6 ～ 7月

区市数 価格(円/t)

プレス（ブロック状） 525 37,669 

シュレッダー 17 30,576 

１缶プレス 3 38,202 

丸缶（スチールと
アルミの選別のみ） 20 28,200 

その他 10 30,239 

回答自治体数 575 36,944 

注．価格はアンケート実施時、各年6 ～7 月前後の最新価格
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スチール缶プレスの最新売却価格【価格別】

2023年は、2022年に続き「50,000円以上」が最
も高く23.6％を占め、次いで「45,000 ～50,000
円」が16.0％である。
2021年以降、30,000円以上の割合が大幅に増え
ている。

（円/t）

2023年6 ～ 7月

区市数 割合(％)

50,000円以上 124 23.6

45,000 ～50,000円 84 16.0

40,000 ～45,000円 60 11.4

35,000 ～40,000円 53 10.1

30,000 ～35,000円 40 7.6

25,000 ～30,000円 41 7.8

20,000 ～25,000円 26 5.0

15,000 ～20,000円 28 5.3

10,000 ～15,000円 25 4.8

10,000円未満 44 8.4

回答自治体数 525 100.0

（年）

（％）

0

20

40

60

80

100

50,000円以上

45,000～50,000円

40,000～45,000円

35,000～40,000円

30,000～35,000円

25,000～30,000円

20,000～25,000円

15,000～20,000円

10,000～15,000円

10,000円未満

2023202220212020201920182017201620152014
注．価格はアンケート実施時、各年6 ～7 月前後の最新価格

法律では異物が無いことが条件となっていますが、調査結果では未だに異物の混入が多く見られます。
ご注意ください。

望ましいスチール缶の加工形態

スチール缶を「資源」として円滑にリサイクルするため、容器包装リサイクル法の分別基準に適合していることが
最も重要です。
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1.  集団回収を実施している自治体は？  

第 4 章　スチール缶の集団回収の実態

「集団回収」とは、自治体に登録された住民団体（町会・自治会など）による資
源回収のことです。
集団回収を「実施している」自治体は79.7％と、2012年度から変わらず約8割
を占めています。民間での自主的な活動を含めると、さらに多くの自治体で
集団回収が実施されていると推測できます。

集団回収は約８割の自治体で実施

2012年度 2017年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％

実施している 603 81.9 586 79.4 577 79.7
実施していない

94 12.8 90 12.2
89 12.3

コロナ禍以後、
実施していない 3 0.4

把握していない 39 5.3 55 7.5 55 7.6
その他 0 0.0 7 0.9 0 0.0
回答自治体数 736 100.0 738 100.0 724 100.0 

集団回収の実施状況

「実施している」は79.7％と最も高
く、2012年度から変わらず約8割を
占めている。

「実施していない」は2012年度から
変わらず1割程度で、「コロナ禍以
降、実施していない」は0.4％と低
かった。

集団回収の様子

「50万人以上」では、97.1％と
ほぼ全域で実施されている。
一方、人口が少ないほど「実施
していない」傾向にある。

実施している 実施していない コロナ禍以後、
実施していない 把握していない

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
3万人未満 50 54.9 34 37.4 0 0.0 7 7.7
3万～5万人 122 76.7 21 13.2 1 0.6 15 9.5
5万～10万人 172 80.0 20 9.3 1 0.5 22 10.2
10万～20万人 116 87.9 8 6.1 1 0.7 7 5.3
20万～30万人 41 93.2 2 4.5 0 0.0 1 2.3
30万～50万人 43 87.8 4 8.1 0 0.0 2 4.1
50万人以上 33 97.1 0 0.0 0 0.0 1 2.9
回答自治体数 577 79.7 89 12.3 3 0.4 55 7.6

2012年度 2017年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％

新聞・雑誌・段ボール類 602 99.8 581 99.1 569 98.6
布類・古着類 465 77.1 462 78.8 450 78.0
アルミ缶 471 78.1 468 79.9 448 77.6
牛乳パック 376 62.4 446 76.1 428 74.2
スチール缶 368 61.0 373 63.7 373 64.6
リターナブルびん 385 63.8 376 64.2 312 54.1
金属類 195 32.3 203 34.6 214 37.1
ペットボトル 143 23.7 161 27.5 146 25.3
廃食油 12 2.0 43 7.3 45 7.8
有害物 6 1.0 18 3.1 39 6.8
トレイ 39 6.5 30 5.1 27 4.7
その他 81 13.4 111 18.9 86 14.9
回答自治体数 603 100.0 586 100.0 577 100.0

集団回収の対象品目（複数回答）

「スチール缶」は64.6％と、2012年度から変わらず6割以上を占め、増加している。
「新聞・雑誌・段ボール類」は98.6％で最も高く、2012年度から変わらず9割を

超えている。
また、「金属類」「有害物」は増加している。「その他」は雑紙、びん等があった。

人口別

0 20 40 60 80 100

2022年度
2017年度
2012年度

その他

トレイ

有害物

廃食油

ペットボトル

金属類

リターナブルびん

スチール缶

牛乳パック

アルミ缶

布類・古着類

新聞・雑誌・
段ボール類

（%）
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2012年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％

住民の環境意識向上のため 478 79.3 466 80.8
地域コミュニティ活性化のため 306 50.7 288 49.9
排出機会向上のため 308 51.1 274 47.5
分別収集コスト削減のため 207 34.3 179 31.0
収集量を増やすため - - 115 19.9
住民の要望に応えるため - - 64 11.1
その他 138 22.9 74 12.8
回答自治体数 603 100.0 577 100.0

集団回収を実施する理由（複数回答）

「住民の環境意識向上のため」が80.8％
で最も高く、2012年度と変わらず約8割
を占めている。

「その他」には、「ごみ減量のため」や「リ
サイクル推進のため」が多くあった。

集団回収団体数

アンケートに回答した729区市の集団回収団体数を全国ベースに推計して換算すると、127,292団体であった。
2020年度は122,615団体、2021年度は112,590団体と大きく減少したが、これはコロナ禍の影響と思われる。
2022年度は、コロナ禍前までには届かないものの増加した。

「3万人未満」が19.1と最も多く、「30万～50
万人」が10.8で最も少ない。2017年度と比
較すると「30万～50万人」で3.6と大きく減
少し、「全国」では1.5減少している。

2017年度 2022年度
3万人未満 18.6 19.1 
3万～5万人 14.2 14.5 
5万～10万人 12.2 11.9 
10万～20万人 12.6 11.7 
20万～30万人 12.5 11.7 
30万～50万人 14.4 10.8 
50万人以上 11.5 11.7 
全国 13.3 11.8 

人口１万人あたりの団体数

「北海道」が22.5で最も多く、「中部」が9.1
で最も少ない。2017年度から傾向は変わ
らないものの、「北陸」と「四国」を除き減少
している。

2017年度 2022年度
北海道 25.2 22.5 
東   北 20.3 12.8 
関   東 10.9 9.7 
北   陸 10.0 14.0 
中   部 9.5 9.1 
近   畿 14.0 13.8 
中   国 14.7 13.6 
四   国 10.6 12.1 
九州・沖縄 15.6 13.0 
全国 13.3 11.8 

人口別 地域別

（年度）

（全国の団体数）

202220212020201920182017100,000

110,000

120,000

130,000

140,000 138,192138,192 136,956136,956

129,987129,987

122,615122,615

112,590112,590

127,292127,292

（団体）

17



2.  集団回収はどのように行われているの？  

第 4 章　スチール缶の集団回収の実態

2012年度 2017年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
団体への奨励金・報奨金 569 94.4 562 95.9 549 94.7

PRや広報 289 47.9 298 50.9 212 36.6

回収業者への補助金 163 27.0 151 25.8 146 25.2

回収器具・用具の提供 70 11.6 72 12.3 81 14.0

説明会等で参加団体の拡大 - - - - 52 9.0

団体・回収業者のコーディネート 44 7.3 47 8.0 41 7.1

団体への働きかけ 142 23.5 144 24.6 - -

その他 20 3.3 30 5.1 16 2.8

回答自治体数 603 100.0 586 100.0 580 100.0

行政の集団回収への関与（複数回答）

「団体への奨励金・報奨金」が94.7％と最も高く、2012年度から変わらず9割を
超えている。

「回収器具・用具の提供」は増加している。

団体への奨励金・
報奨金の算出方法（複数回答）

団体への奨励金・報奨金は、「回収量
（全品目均一）」に応じて算出している
自治体が69.4％と最も高い。

2020年度 2021年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
全地域で継続して実施 226 53.9 220 52.5 374 65.6

実施したが、一部地域で中止（現在も中止） 85 20.3 120 28.6 131 23.0

一部地域で中止後、再開 28 6.7 21 5.0 12 2.1

一時中止後、全地域で再開 10 2.4 2 0.5 1 0.2

全地域で中止 1 0.2 0 0.0 3 0.5

把握していない 43 10.3 44 10.5 47 8.2

その他 26 6.2 12 2.9 2 0.4

回答自治体数 419 100.0 419 100.0 570 100.0

コロナ禍での集団回収実施状況

「 全 域 で 継 続して 実 施 」が
65.6％と最も高く、コロナ禍
での3年間を比較すると徐々
に増加している。
一方、「実施したが、一部地域
で中止（現在も中止）」は2割
程であった。

2020年度 2021年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
新型コロナウィルスの影響 131 87.9 120 84.5 106 72.1

回収業者が撤退したため 13 8.7 13 9.2 13 8.8

回収業者・買取先への売却価格の値下がり 9 6.0 8 5.6 5 3.4

団体への奨励金等の減額又は交付中止 0 0.0 0 0.0 5 3.4

回収品目や回収量を制限したため 3 2.0 3 2.1 2 1.4

回収業者・買取先への売却価格の逆有償化 5 3.4 2 1.4 2 1.4

回収業者から補助金額の引き上げを要請されたため 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他 39 26.1 46 32.4 47 32.0

回答自治体数 149 100.0 142 100.0 147 100.0

集団回収を中止した理由（複数回答）

「新型コロナウィルスの影響」
が72.1％で最も高いが、コロ
ナ禍での3年間を比較すると
徐々に減少している。

「回収業者・買取先への売却
価格の値下がり」は減少して
いる。

「その他」には「高齢化など団
体の都合」が多くあった。

2022年度

区市数 割合％
回収量（全品目均一） 381 69.4

品目ごと 149 27.1

実施回数 41 7.5

その他 45 8.2

回答自治体数 549 100.0
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資源物全体 スチール缶
2017年度 2022年度 2017年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
3円未満/kg 99 19.0 87 16.5 44 17.0 26 11.2
3円以上～5円未満/kg 207 39.7 188 35.7 94 36.3 78 33.5
５円以上～７円未満/kg 126 24.1 143 27.1 74 28.6 74 31.8
７円以上～10円未満/kg 65 12.5 78 14.8 34 13.1 31 13.3
10円以上/kg 25 4.8 31 5.9 13 5.0 24 10.3
回答自治体数 522 100.0 527 100.0 259 100.0 233 100.0

団体への奨励金・報奨金

いずれも「3円以上～5円未満
/kg」と「5円以上～7円未満/
kg」で半数以上を占め、2017
年度から傾向は変わらない。
1㎏あたりの平均は「スチー
ル缶」の方が高く、いずれも
2017年度から上がっている。

資源物全体 スチール缶
2017年度 2022年度 2017年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
3円未満/kg 72 59.5 74 54.0 21 44.7 21 51.2
3円以上～5円未満/kg 26 21.5 37 27.0 13 27.7 8 19.5
５円以上～７円未満/kg 10 8.3 10 7.3 6 12.8 4 9.8
７円以上～10円未満/kg 7 5.8 5 3.6 3 6.4 5 12.2
10円以上/kg 6 5.0 11 8.0 4 8.5 3 7.3
回答自治体数 121 100.0 137 100.0 47 100.0 41 100.0

回収業者への補助金 

いずれも「3円未満/kg」が半
数程度を占め、2017年度か
ら傾向は変わらない。
1㎏あたりの平均は「スチー
ル缶」の方が高い。

平均（円/㎏） 3.67 4.40 5.18 5.11

平均（円/㎏） 4.96 5.79 5.15 6.61

2022年度
区市数 割合％

団体の減少（高齢化、役員のなり手不足、負担増など） 468 74.5
集団回収だけでは全地域カバーした回収ができない 143 22.8
回収量が少ない 110 17.5
回収業者がない・少ない 80 12.7
行政の負担が大きい 70 11.1
その他 51 8.1
回答自治体数 628 100.0

集団回収の課題・問題点（複数回答）

「団体の減少（高齢化、役員のなり手不足、負担
増など）」が74.5％で最も高く、次いで「集団回収
だけでは全地域カバーした回収ができない」が
22.8％であった。

集団回収売却金の扱い

「団体の収入」が84.6％で、2017年度と
変わらず8割以上を占めている。

「その 他」には、「回 収 業 者 の 収 入 に
なる」や「品目によって異なる」などが
あった。

団体の収入になる

2022年度
(n＝558)

84.6%84.6%

5.9%5.9%
9.5%9.5%

2017年度
(n＝585)

84.6%84.6%

7.4%7.4%
8.0%8.0%

集団回収について今後の意向

「現在実施しており、現状を維持する」が57.7％
で最も高く、次いで「現在実施しており、今後拡大
したい」が20.3％であった。
一方、「現在実施・把握していないし、今後も実
施・把握するつもりはない」は17.5％であった。

2021年度
（n=605）

23.1％

65.5％

11.4％

1人

2人

3人以上

2時間以内

2時間～5時間

5時間～8時間

8時間以上

2021年度
（n=397）

0.5％

22.7％

60.4％

16.4％

プラスチック袋
（ポリ袋・レジ袋・

  指定袋）
48.1％

その他　5.6％

コンテナ・
ネット・かご
46.3％

2021年度
（n=661）

2021年度
（n=660）

週1回

月2回

隔週

月1回

その他

20.1％

36.4％

8.9％

25.2％

9.4％

2022年度
区市数 割合％

現在実施しており、今後拡大したい 140 20.3
現在実施しており、現状を維持する 398 57.7
現在実施しているが、今後は縮小したい 9 1.3
現在実施・把握していないが、今後は実施・把握したい 12 1.7
現在実施・把握していないし、今後も実施・把握するつもりはない 121 17.5
その他 10 1.5
回答自治体数 690 100.0

行政の収入

その他

団体の収入
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レポート2.   
 
 
 
イチオシ！集団回収の事例紹介  Report 2

　全国の自治体（市及び東京23区、全815区市）を対象に実施した「スチール缶の資源化に関するアンケート2023」において、集団回収
活性化のための工夫やアイディア、実施団体に対する支援などの取り組みについて伺いました。アンケート結果から、イチオシの取組
事例をご紹介します。

集団回収奨励金オンライン申請率79％　　埼玉県深谷市

　深谷市では、行政で受けている申請・手続きについて、いつでもどこでもオンライン
での受付を可能にする「深谷市における手続のオンライン化方針」を令和3年8月に定め
ました。
　その方針のもと、集団回収の奨励金申請についても、オンライン申請ができる仕組み
を令和４年10月に導入しました。オンラインでの申請は、QRコードを読み取れば申請
画面が開き、そこに回収量など必要事項を入力し、回収証明書（回収業者が発行する書
類）の写真データを添付するというものです。
　令和５年4月からは、オンライン申請した場合、奨励金を上乗せして付与することにし
たため、７月末時点のオンライン申請率は79％と高い数字となっています。忙しくて市役
所になかなか来られない人でも簡単に申請できるので、市民には好評です。また、担当者においては受付業務の負担軽減と
なり、他の業務に集中できるようになりました。もちろん、引き続き窓口での受付も行い、オンライン申請が苦手な人への配慮
も行っています。

集団回収奨励金オンライン申請率79％ 埼玉県深谷市

集団回収奨励金オンライン申請率79％　　埼玉県深谷市

　近年、高齢化による担い手不足や負担の増加を理由に、集団回収活動の継続が困難となっている町会が増えています。こ
のような声を受け、台東区では、町会が決めた複数のポイントに回収業者が直接巡回して資源を回収する、「ポイント型集団
回収」を実施しています。
　平成26年度から2年間、一部地域でモデル事業として実施したところ負担軽減の効果が見られたため、平成28年度には地
区を拡大し、平成30年度から区内全域で実施しています。モデル実施を含めた５年間（平成26 ～ 30年度）で町会に説明等

働きかけを行い、平成30年度時点で集団回収実施町会154団体
のうち61団体で、ポイント型集団回収が導入されました。
　この方法により、住民は住まいの近くに資源を出すことがで
き、町会の担当者も集まった資源の運搬が楽になるなどの効果
に加え、資源の回収量増加にもつながりました。
　なお、実施にあたっては、区が活動団体と回収業者の組合で
ある台東リサイクル事業協同組合との間を調整し、連携しなが
ら事業を進めています。

高齢化に対応！「ポイント型集団回収」 東京都台東区

集団回収奨励金オンライン申請率79％　　埼玉県深谷市活動団体インタビューでメリットを広報　　京都府向日市

　向日市では、令和４年７月に「古紙等集団回収助成金制度」を始めたばかりで、現在活動団体
を増やすことに注力しています。市のホームページには、申請方法や助成金額などと併せて、集団
回収をすることのメリットを掲載していますが、さらに広く市民に知っていただくため、広報誌に
特集記事を掲載しました。
　市が毎月発行して全戸配布している「広報むこう」の令和5年6月号では、環境月間に合わせて向
日市のごみ事情を特集しました。以前から集団回収を続けいている活動団体にインタビューを行
い、集団回収の収入が団体活動の充実に繋がること、申請の手続きなどは簡単であることなどの
声を掲載しました。
　このインタビュー記事掲載後、制度に関してのお問い合わせが自治会、子ども会などから10件
ほどあり、８月中旬までに新たに２団体からの申請を受け付けました。今後も制度の利用を促進
していきます。

広報むこう（令和５年６月号）

活動団体インタビューでメリットを広報 京都府向日市
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1.  まち美化活動の実態は？  

第 5 章　まち美化活動の実態

「清掃活動」は人口に関わらず半数以上で実施されているが、「街頭での啓発活動」は人口が多い自治体ほど多い傾向にある。
人口10万人未満の自治体では、まち美化活動を「実施していない」自治体の割合が2割を超えた。

清掃活動 街頭での啓発活動 その他 実施していない 回答自治体数

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
3万人未満 55 60.4 3 3.3 2 2.2 33 36.3 91 100.0
3万～5万人 116 72.5 3 1.9 5 3.1 40 25.0 160 100.0
5万～ 10万人 161 75.2 10 4.7 10 4.7 49 22.9 214 100.0
10万～ 20万人 110 85.3 17 13.2 7 5.4 15 11.6 129 100.0
20万～ 30万人 38 86.4 9 20.5 1 2.3 4 9.1 44 100.0
30万～ 50万人 36 75.0 10 20.8 2 4.2 9 18.8 48 100.0
50万人以上 23 82.1 9 32.1 4 14.3 4 14.3 28 100.0

2012年度 2021年度 2022年度
区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％

清掃活動 402 54.6 334 45.6 539 73.9
街頭での啓発活動 7 1.0 28 3.8 61 8.4
清掃＋啓発両方 152 20.7 - - - -
その他 45 6.1 16 2.2 31 4.3
実施していない

(無回答含む) 130 17.7 379 51.8 169 23.2

回答自治体数 736 100.0 732 100.0 729 100.0

2020年度 2021年度 2022年度

区市数 割合％ 区市数 割合％ 区市数 割合％
中止した 351 57.5 224 30.6 58 11.0
例年通り実施した 61 10.0 135 18.4 338 64.1
感染防止対策を講じた 207 33.9 214 29.2 202 38.3
人数を減らした 58 9.5 40 5.5 32 6.1
対象地域を縮小・分散した 56 9.2 37 5.1 32 6.1
回数を減らした 91 14.9 55 7.5 25 4.7
延期した 38 6.2 16 2.2 6 1.1
その他 53 8.7 44 6.0 29 5.5
回答自治体数 610 100.0 732 100.0 527 100.0

美化活動の実施状況（複数回答）

コロナ禍での活動への対応（複数回答）

2012年度は「清掃活動」が54.6%、「清掃
活動＋啓発両方」が20.7%と、合わせて
７割超の自治体で清掃活動が実施され
た。コロナ禍の2021年度は45.6%と半数
以下であったが、2022年度は73.9%と回
復した。

まち美化活動とは、ごみ拾いや清掃活動などまちをきれいにする活動を指し、全国各地でさまざまな取り組みが行われていま
す。ここでは、地域住民（町会・自治会・PTAなど）や民間団体・企業が主体となったものを除き、自治体が主導となって行う清掃
活動などについて記載しています。

コロナ禍での3年間を比較すると、「中止した」は6割弱から 1割にまで減少し、「例年通り実施した」は1割から6割超にまで増加した。
マスク着用や手指消毒などの「感染防止対策を講じた」は、3割程度で続いている。

人口別
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スチール缶リサイクル率の算出方法  

スチール缶消費重量

スチール缶再資源化重量

算出方法

算出方法

算出結果 ： 362,606 トン （① － ② ＋ ③ ＋ ④）

算出結果 ： 336,098 トン （① － ② － ③）

スチール缶リサイクル率（2022 年度）

2022 年 1 月～ 12 月における国産スチール缶の出荷重量、缶詰輸出及び輸入に使用されたスチール缶の重量、

空缶として輸入されたスチール缶の重量を、経済産業省統計及び財務省貿易統計、スチール缶重量の実測値

などを基に把握した。

スチール缶が販売されてから回収再利用されるまで 3 ヶ月かかるとみなし、当協会から全国の電炉メーカー・

高炉メーカー・ペレットメーカー・鋳物メーカー等へ、2022 年 4 月～ 2023 年 3 月におけるスチール缶スク

ラップ利用量に関する調査票を送付し、76 事業所から回答を得て集計した。

これに、全国の鉄スクラップ取扱事業者でシュレッダー処理され、缶スクラップ以外の規格で製鋼原料とし

て流通したスチール缶の量を加えた。（調査により把握できた量を計上）

上記集計値からスチール缶スクラップに含まれている飲料缶用アルミ蓋の重量及びスチール缶以外の鉄くず

などの異物を除いて算出した。

① 国産スチール缶出荷重量：266,427 トン

飲料缶・食料缶・一般缶については、経済産業省統計トン数を基に算出

18 リットル缶については、経済産業省統計トン数に全国18 リットル缶工業組合連合会発表の（食糧）比率

を乗じて算出

② 缶詰輸出に使用されたスチール缶重量：1,441 トン

財務省貿易統計を基に算出

③ 缶詰輸入に使用されたスチール缶重量：95,658 トン

財務省貿易統計を基に算出。「気密容器」（缶詰だけでなく他容器も含む）にて輸入された食品缶詰・トマト及

び野菜ジュース、ペットフード缶の実績重量を、日本国内で製造する場合の代表的な缶種で缶詰にされたと

仮定して、缶数を推計して単位缶重量を掛けて容器重量を算出した。

うちペットフード缶輸入：15,567 トン　（＊（一社）ペットフード協会データより算出）

④ 空缶として輸入されたスチール缶重量：1,962 トン

財務省貿易統計トン数

①スチール缶スクラップ購入量：351,403 トン

②上記①に含まれるスチール缶以外のエアゾール缶・ビニールなどの異物重量：2,857 トン

③上記①に含まれる飲料缶用アルミ蓋重量：12,448 トン

スチール缶リサイクル率の算出方法は、次の通りです。

再資源化重量 （336,098トン）
消費重量 （362,606トン） ＝ 92.7％
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製鉄工場（電炉・高炉・鋳物）・ペレット工場の分布  
※スチール缶リサイクル協会調べ

（2023 年7 月現在）

全国計

76
工場

■ これらの製鉄工場の多くでスチール缶
がリサイクルされています

■ 効率よくリサイクルするために、地域
ごとに最寄の工場で再生製品がつくら
れています缶用鋼板製造工場  � 4

ペレット工場  �   3

鋳物工場等  �   7

電炉工場 �  54

高炉工場 �  8

76 工場の内数である 4 工場で缶用鋼板が
製造され、再びスチール缶になっています

関東
20 工場

【宇都宮】東京製鐵

【小山】東京鐵鋼

【つくば】伊藤製鐵所

【久喜】向山工場

【川口】城南製鋼所

【土浦】関東スチール

【神川町】朝日工業

【神栖】JFE条鋼

【三郷】JFE条鋼

【足立区】千代田鋼鉄工業

【川崎】日本冶金工業

【平塚】三興製鋼

【船橋】合同製鐵

【小山】東京鋼鐵

【鹿嶋】日本製鉄

【君津】日本製鉄

【川崎】JFEスチール

【千葉】JFEスチール

【さいたま】ジャパンビバレッジエコロジー

【太田】王子製鉄

近畿
20 工場

【長岡京】大剛

【枚方】共英製鋼

【堺】新関西製鐵

【大阪】中山製鋼所

【大阪】中山鋼業

【大阪】合同製鐡

【岸和田】岸和田製鋼

【堺】大阪製鐵

【枚方】クボタ

【大阪】栗本鐵工所

【堺】栗本鐵工所

【和歌山】日鉄スチール

【姫路】ヤマトスチール

【姫路】合同製鐵

【姫路】JFE条鋼

【姫路】山陽特殊製鋼

【高砂】神戸製鋼所

【姫路】日本製鉄

【加古川】神戸製鋼所

【和歌山】日本製鉄

東北
３ 工場

【八戸】東京鐵鋼

【仙台】JFEスチール

【石巻】伊藤製鐵所

九州
７ 工場

【北九州】日本製鉄

【大分】日本製鉄

【北九州】KARS

【北九州】トーカイ

【武雄】九州製鋼

【北九州】東京製鐵

【宇土】大阪製鐵

沖縄
１ 工場

【沖縄】拓南製鐵

北海道
３ 工場

【札幌】JFE条鋼

【苫小牧】清水鋼鐵

【室蘭】日本製鉄

中国・四国
９ 工場

【福山】JFEスチール

【竹原】三井金属鉱業

【倉敷】東京製鐵

【倉敷】JFE条鋼

【呉】広島メタル＆マシナリー

【宇部】宇部スチール

【山陽小野田】共英製鋼

【倉敷】JFEスチール

【周南】日鉄ステンレス

【燕】三星金属工業

【岐阜】山口鋼業

【東海】愛知製鋼

【射水】大谷製鉄

【名古屋】中部鋼板

【東海】大同特殊鋼

【田原】東京製鐵

【長岡】北越メタル

【飛島村】共英製鋼

【豊橋】トピー工業

【氷見】小松製作所

【飛騨】神岡鉱業

【東海】日本製鉄

中部
13 工場
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3.   
 
 
 

スチール缶リサイクル協会の活動報告  
（2022 年 10 月～ 2023 年 9 月）

資料編

3

 ■ 第511回散乱防止・美化キャンペーン実施＠三重県津市
 ■ ココカラアース：若年層向けWEBサイトにスチール缶や

リサイクルについて解説するページを公開
 ■「JFE西日本フェスタinくらしき」に出展
 ■「はんだふれあい産業まつり」に出展
 ■「カーボンニュートラルフェアinかごしま」に出展

 ■ Twitterクイズキャンペーン
 ■ スチール缶の集団回収を支援：全国の民間団体

47団体への支援

 ■「スチール缶リサイクル年次レポート2022」発行
 ■「協会活動記者説明会」を開催
 ■「子どもとためす環境まつり」に出展
 ■「JFEちばまつり」に出展
 ■ ホームページをリニューアル

 ■「エコプロ2022」に出展

 ■ 小中学校における環境教育推進を支援：全国の29校への
支援を決定し表彰

 ■ 都営地下鉄４路線で吊り革広告を掲出
（2024年２月まで継続中）

 ■ スチール缶の資源化に関するアンケート調査
（①家庭系の分別回収、②再資源化状況）

 ■ 事務所を移転
 ■ 中央区こどもエコサマーウィーク出前講座：小学生に

スチール缶のリサイクルについて学んでもらった
 ■ 教員(首都圏の小中学校の先生)向けのリサイクル見学会：

東洋製罐（株）埼玉工場／さいたま市桜環境センター

散乱防止・美化キャンペーン
＠三重県津市

子どもとためす環境まつり

見学会出前講座

表彰

受入れ授業

11 月

2 月

5 月

 ■ 設立50周年を記念し「缶謝状」を作成
7 月

8 月

9 月

2022 年 10 月

2023 年 1 月

12 月

3 月

 ■ 第512回散乱防止・美化キャンペーン＠宮城県仙台市
 ■ 受入れ授業：5 ～ 6月に修学旅行生（5校）の企業訪問

学習を受け入れ

6 月

記者説明会

吊り革広告
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スチール缶は、様々な鉄製品に生まれ変わる、
リサイクルの優等生です。

設　立　目　的

設　立

代　表　者

会　員　会　社　（12 社）

スチール缶リサイクル協会の概要

使用済みスチール缶の散乱防止対策及び資源としての再利用について研究し、社会に
貢献する事を目的とする任意団体。資源化対策、美化・散乱対策、PR 活動を実施。

理事長　  ………  廣瀨　孝　（日本製鉄（株）代表取締役副社長）
副理事長　  ……  倉持　隆志（東洋製罐（株）執行役員品質保証機能担当）
副理事長 　  ……  大越　俊幸（大和製罐（株）専務取締役）
専務理事 　  ……  高橋　宏郁

鉄鋼メーカー  …   日本製鉄（株） 　JFEスチール（株） 　  東洋鋼鈑（株）
製缶メーカー  …   東洋製罐（株） 　大和製罐（株） 　  北海製罐（株）
商社　 …………   三井物産スチール（株） 　伊藤忠丸紅鉄鋼（株） （株）メタルワン
 　　　　JFE商事（株） 　日鉄物産（株） 　  東罐商事（株）

昭和48年（1973年）4月17日

※1 鉄鋼蓄積量は2021年3月末時点
※2 鋼材輸出入、鉄鋼輸出入データは、財務省「貿易統計」、
　 およびクォータリーてつげんVol.95「2021年度末の鉄鋼蓄積量（推計）」図表4
※3 銑鉄需給・鉄スクラップ需給は、鉄源年報第33号（2022）第Ⅱ-1-②表
※4 鉄鉱石は消費量統計調査廃止（2004年1月）により日本鉄鋼連盟「鉄鋼統計要覧」の鉄鉱石輸入量を記載。
　 原料炭は日本鉄鋼連盟「鉄鋼統計要覧」の原料炭消費計

日本の鉄鋼循環図（2021年度） 

出所：（一社）日本鉄源協会
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スチール缶は、鉄製品なら
何にでも何度でもリサイクルできる
環境にやさしい容器です。


